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　予報1）において，著者はp夕rophosphate（以下pyroと
略す）添加によるAM溶液の溶解ll生の変化を検討し，　gly・
cerol筋のderigoでに対するKC1濃度効果が，　pyroによ
って代行されることを示した。
　しかし，一面こおいてpyroはその濃度によっては，
AM溶液に対し，　plasticizerとしては，一見矛盾すると
思われる影響をも示すことを指摘した。即ち，ionic　st－
rength　O．1においてpyro濃度を増加すると，　AM溶液は，
沈澱，溶解，沈澱，再溶解なる現象を表すことである。
　そこで，著者はpyroによるこの現象をさらに詳細に検
討すべく，pyroによる溶解性を広いKCI濃度範囲にわた
り検討するとともに，この現象がpyroに特異的なるか否
かを確かめるため，種々のchemieal　age跳（以下agent）
について同様の実験を行なったところ，2，3の興味ある知
見が得られたのでここに報告する。
　　　　　　　　　　実験方法
A．実瞼材料
　a）myosin　B：A．　Szent－Gy6rgyi2）の方法により兎肉
より抽出し，Edsa113）の方法に従って3～4回洗糠を行なっ
た。蛋・笥濃度は，micro－K：jeldahl法により係数6．0として
測定した。
　5種のagentに対して実験を行ない，その各agentに
対する成績は，5～7回の同一実験により求められたが，
各回とも別々の家兎より抽出せるmyosin　Bを用いて行
ない成績の正確を期した。
　b）　agent
　　1．　Na－pyrophospha’te
　　2．　MgCIL，
　　3．　caCl，）
　　4．　Ethylendiamine　tetra－acetate　（EDTA）
　　5．　salyrgan
　各agentは10－1M（salyrgan　5×10－2M），10－L’M，
10一：IM，10一’iM溶液として保：存：する。
　以上のうちpyro，　MgCIL・，　CaCI2はNH40H，　CH，，COOH
でそれぞれpH：7．0に補正しEDTA，　salyrganはKO正1，
HGIでpH　7．0に補正した。
　c）KCIは0．2　M，0．6　M溶液として保存した。　KCIと
再蒸溜水はN且．iOH，　CH3COOHでpH　7．0に補正した。
B．実瞼方法
　1．実瞼操作
　　a）myosin　B：終濃度0．7～0．85　mgになるように加
　　　　　　　　　　える。
　　b＞KCI　　：終濃度0．05　M～0．3　Mになるように二
　　　　　　　　　　加える。
　　c）agent　：上記濃度に溶解保存せるagent溶
　　　　　　　　　　液を終濃度10一5M～5×10一雪Mにな
　　　　　　　　　　るように加え一る。
　　d）再蒸溜水：反応混液を全量2ccならしめるに要
　　　　　　　　　　する量を加える。
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　実験は，試験管におのおの所定量をKCI，　agent，再蒸
溜水の順に加え，温浴（18～20℃）10分後に，myosin　Bを
注虚し，反応を開始する。KCI濃度範囲は，0．05　M：～〔）．3　M
にわたり，そのおのおのの濃度につき・agentは10－5M～
5×10一2Mにわたっている。結局，　K：Cl濃度変化につge　9
列と，agentの濃度変化につき9列計81本の試験管が1
例の実験において使用され且つ観察された。
　2．判定方法
　判定時時：反応開始20分後に振註し，肉眼的に観察判
定し（下記），　その後，室温18～20時問放置し，同様肉眼
的に．判定する（下記）。
　判定基準二20分後の第1回目の判定においては，0．05M
KCIにおけるpro七einの且ockの状態，　turbidityの状
態を4とし，それより溶解する程度に従い3，2，1とした。
　室温放置後の第2回判定においても同様，005　M　K：C1に
おけるproteinの沈澱状態（沈澱柱の高さ〉及びfiockの
状態を4とし，沈澱状態の弱くなるにつれて3，2，1とし
た。
　なお，上記肉眼的方法の精度を確めるため，pyrQの実
験において溶解性の定量的方法を併用比較した。
　定量的測定法1上記反応混液のmyosin　B（終濃度1．8
mg／cc），　KCI，　agentを所定の濃度になるように加え，再
蒸溜水にて全量5ccとした。この反応を平衡ならしめる
ためi韮温に18～24時闘放置し，その後濾紙（東洋濾紙No．
2）にて濾過し，その濾液の蛋白濃度を島津分光光度計を用
い，波長278mμに．て吸収値を測定した。原理は要するに，
濾液における蛋白濃度の測定に基づく。即ちextinction
の高い場合には，溶解の強いこと，または沈澱の弱いこと
を現わし，extinctionの低い場合は，溶解の悪いこと，
または沈澱の強いことを示す。
実瞼成績
　上記の各agentによるAH溶液の溶解性について，そ
れぞれFig．1～6に示す如き成績を得た。なお，これ等の
各Fig．のaは，前述の如くおのおの被検agentに対し，
実験例5～7例の平均を示すものであり，写真は，それ等
実験例の代表的な場合についてあげたものである。故に相
対応せる各Fig．のaと写真とは多少のずれがある。但し
おのおの実験虚聞に見られる相異は，各・Fig．のaの縦軸
及び横軸に示せるagent濃度につき’，一行位のずれに相
当するにすぎない。
以下，KCI｝⊂対し添加せる各agentの成績を順を追って
述べる。
　1．　KCI　（Fig．　1）
　Fig．　l　aの横軸にはKCI　，濃度0．03　M～0．3　Mが記され，
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　　Fig．　1．　The　so！ubility・of　AM－solution　at
　　　　　varied　concentration　of　KCI．
縦軸には横軸のKCI濃度と無関係にそれぞれに加えられ
た10一雪M～1．5x10一I　MのK：Cl濃度が記されている。Fig．
laを全般的に見ると，強い沈澱都位，即ち4の状態は，
横軸KCI濃度0．03　Mに二おける縦軸K：Cl濃度0．025　Mか
ら，縦軸KCI濃度0における横Wt　KCI濃度0．05　Mに斜
めに帯状にわたり認められ，3，2の部分もそれぞれほぼそ
れと平行する広い帯状を呈して右上方に及ぶ。即ち，Fig．
1b（反応開始18時間後）に見られる如く，　KCI濃度0．05
Mにおいて最も強い沈澱がみられ，KICl濃度増加ととも
に沈澱は次第に弱く，0．3M附近においては，殆ど沈澱は
みられない。
　沈澱の状態はfiockは大き’く締りのない状態である。
　2．　pyro　（Fig．　2）
　このFig．2aよりみて高KC1濃度及び高pyro濃度側，
即ち，Fig．　2　aの右上方部に行くにつれて，　AMの溶解性
は増強されている。
　Fig．2aの左下方部には，強い沈澱帯が2つみられ，両
沈澱帯問の溶解部は5×10－4Mpyroに相当している。こ
の溶解程度をFig．2aでは3と記してあるが，．Fig．2b仮：
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応開始20分後〉，　bt（反応ζ開始18時『謂後〉に明らかなる如
く，溶解性は可成よい（2．5～3の問の程度）。即ち，低KCI
濃度においては，pyro濃度の増加するに．つれて，沈澱，
溶解，沈澱，再溶解なる現象（以下二段沈澱現象と記す）が
みられる。，
　Fig．2cには，　Fig．2bf，2に相当せる場合の定量的測定
値を示してある。この結果より，両沈澱三間の溶解程度即
ち5×10“一4Mpyro　⊂おける溶解性はKC工濃度0．1　Mに
おいて最も強く，0．125M，　O．15　Mと弱くなっている。　ま
た高pyro濃度による溶解は0．15　M，　O．125　M，0．1　Mの順
で弱くなっていることが．明らかである。
　pyroによるAMの沈澱の状態は，やや固く締り，　flock
は細かい。
　3．　MgCIL，　（Fig．　3）
　Fig．3aについて，右上当芋では，　AMの強い溶解がみ
られ，左下方に向って溶解性は悪、くなる。低KCI濃度に
おいてはMgC12濃度に関して，2つの沈澱帯がみられ，こ
れはpyroによる場合と類似している（Fig．3b（反応開始
20時間後））。その両沈澱帯聞のMgC12濃度5×10－5Mの
場合は可成良い溶解を示しpyroの場合とほぼ同じである。
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Fig．　3．　The　solubility　of　AM－solution　at
varied　concen七ration　of　MgC12　and　KCI，
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　なお，ム憂gC12によるAH沈澱の状態も，　pyroの場合と
類似し，可成り締りが良くfiockも細かい。
　4．　CaCIL，　（Fjg．　4）
　Fig．4aはpyro（Fig．2a），　MgClg（Fig．3a）と類似し
ているが，右上：方部の溶解性は，前二者の場合より劣って
いる。　このことは，Fig．　4　b（反応開始20時間後）とFig．
2　b，・，B”ig．3bとの比較によっても認めることが出来る。
またCaC12濃度変化による溶解性の変化はpyro，　MgCIL・
のように著明でない。Fig．4aの左下方部のCaC12濃渡に
ついて二段沈澱現象がみられるが，この第2の沈澱を生ず
るCaC12濃度は同様の場合のpyro濃度，　MgC』濃度に比
して高濃度である。
CaC12｝⊂よるAMの沈澱の状態es1　MgClsの揚合より締
りは悪い。
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Fig．4・　The　solubility　of　AM－solution　a七
varied　concentration　of　CaCIL，　and　KCL
　5．　EDTA　（Fig．　5）
一見Fig．　1　a（K：Cl）と良く類似し，　Fig。5aの右上方か
ら左下方へ斜めに，つまり低K：Cl濃度，低EDTA濃度側
へと斜帯状に溶解性が減じている。このことはFig．5b
（反応開始18時間後｝においてEDTA濃度増加によりAM
の溶解性が衣第に増強されていることより明らかである。
　沈澱の状態はCaCI2の場合と類似している。
　6．　salyrgan　（Fig．　6）
　：Fig．6aの一部は上述せるagen七の場合と趣を異にし
ている。Fig．　6　aの右上二部に行くにつれて，　AMの強い
溶解性が認められることは，他の・agentの揚合と同様で
あるが，左半分にみられる強い沈澱形成は他のものの場合
と異なっている。即ち，低K：Cl濃度においてsalyrgan濃
度に関して三段沈澱が見られ，第2と第3の洗澱帯は高
K：C1濃度側で連繋し逆“く”の字形の沈澱部位を形成して
いる。この申でも第1，第2沈澱帯の沈澱状態は他のagent
の場合の沈澱状態と酷似しているが，第3沈澱帯の沈澱状
態は非常’に異なっている。これはFig．6b」（反応開始30分
後），b2（反応開始19時聞後）より明らかなる如く，沈澱形
成の際，沈澱速度は速く，非常に締りの良い沈澱で管底に
密着せるように見える恋
一ve　Fig．6　bl，2において5×10一2Msalyrganによる場合の管底に白く見えるのは沈澱でなく，ζれは最影時管底ガラスの
　反射によるものである。同様のことは，pyro，　MgCIL・の場合にも見られるp
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　　O．05　O，1　O，15　O．2　O．25　o．3M　　i　IKCIIia：　Precipitation　grade　of　AM－solution
i　cause－d　by　salyTrgan　and　KCL
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o　toT’　sXio”’　fo’“sxlo’“　lo”　sxro－3　to’2　sxlo一’M
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　　　　bi：　30　minutes　after　reaction
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　The　preeipitate－like　white　zone　at　the
　　　・bo’ttom　of　the　extreme　righthand
　　　tube　is　eaused　by　light　diff’usion．
　Fig．　6．　The　solubility　of　AM－solution　at・
　varied　coneentration　of　salyrgan　and　KCI．
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実験成績の総括
上記AMの溶解性についての実験成績を総括すると次
の如くである。
　1．各Fig．のaの左下方における沈澱帯の数より分類
し，おのおのagentの沈澱帯形成濃度を記す。
　i）1’つの沈澱帯を形成するもの；
　　　　　KCI（10　L’　M），　EDTA（10－5M）
　ii）2つの沈澱帯を形成するもの：
　　　　　pyro　（10“r’M・一10－4M，　10－3M），　MgCIL，　（10’5
　　　　　M　10n‘M），　CaCIL，（10－r’Mn－10－4M，　sx10－3M）
iii）3つの沈澱帯を形成するもの：
　　　　　salyrgan（10－5M，　10一‘M，w　lO－3M，　5×10－3
　　　　　M一一　10一！　M）
　2．agentによるA．Mの沈澱の性質：について特徴を記
す。
　i）K：Cl：大：ぎいfiockを作り，沈澱は締りが悪い。
　ii）　pyro，　MgC12：KICIよりも締りがよく，flockは細
かい。
　iii）CaCIL・，　EDTA：floekは細かく，前者よりも締り
は悪いカミ，KCIよりはやや良い。
　iv）・salyrgan　：第；1，第2沈澱帯においてはEDTA或
はCaC12と類似しているが，第3沈澱帯においては沈澱を
生ずる時の沈降速度は速く，また沈澱物は脱水傾向が著明
で管沼に密着せるようである。
　3．すべてのagentに関しAMの溶解性は各Fig．の
a右上方（高agent濃度側）において最も強い。その部に
ついて比較すると次の如くである。
　　　MgCIL｝，　p．yro，　salyrgan＞CaCIL），　ED［VA＞KCI
　また各Fig．のaの左下：方部即ち沈澱帯形成範囲内にお
ける，溶解性，たとえば各Fig．のaにおける4の間に見
る3の部分の溶解性については次の如くである。
　　　MgClm　pyro＞EDTA，　KCI＞CaCl！，　salyrgan
考 按
　1．判定方法について
　前記の如く著者の用いた判定法は，反応開始後20分に
おける沈澱状態の観察と，18～24時間後の沈澱高判定と
の両者の綜合判定によるものであるが要するに肉眼的観察
によるものである。従ってこれ等肉眼的判定法の本研究に
対する妥当性を確かめなければならない。そこでpyroに
ついて定量的測定法によりこの判定法を検討して見た。そ
の結果，両三定法による成績はほぼ平行することが認めら
れた（Fig．　2　a，2C）。従って肉眼的判定は著者の実験目的
即ち，溶解性の変化に対する判定には充分適合すると考え
る。
　勿論，肉眼的には，同一に見える溶解状態にも定量的測
定では差があり，詳細な溶解性を論ずる必要のある場合に
は，定量的判定法が必要である。
　2．先人の業績と著者の成績の比較考察
　i）K：Cl＝Fig．1aにおいて明らかな如く，　pH　7．0に
おいてKCI　O．05　M附近に強い沈澱がみられ，これより高
及び低濃度で溶解している。即ち一殿沈澱帯が見られ，こ
の現象はAMのKCIに関するSarkar4）の成績と全く一
致する。
　ii）MgCIL・：MgC12に．よるAMの溶解1［生は，　Fig．3a
に示す如く，或るMgC12濃度とKCI濃度関係により，
pH 7． においてAMの二段沈澱現象を生ずる。
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　Sarkar4）はまたMgCI2濃度によるmyosinの等電点の
変化を検討しているが，彼の成績をpH　7．0において見る
ならば，一定低KCI濃度につき’MgC12濃度に関して2箇
所に沈澱を生ずることが帰結される。また溶解性について
はAMとmyosinは本質的に異ならない。従ってSarkar
の成績と本成績は，全く一致するということが出来る。
　またErd6s5）はMgCI2によりmyosinの等電点は，　pH
4単位アルカリ側にずれることを認めた。これに関する詳
細は不明であるが，Sarkar4）の成績と本質的に異なるもの
でないと考えられ，本成績はまた，Erdδsの成績とほぼ同
様の傾向を示していると考えられる。
　iii）CaC12：CaC12の場合にも二段沈澱帯が認められ
る。Erd6s5）はmyosinはCaC12によってpH　2～10にわ
たり沈澱を形威することを報告し，このことはpH：7．0に
おける著者の成績の沈澱形成を示唆する。
　Snellman6）＆Erd6sはCaCls－myosinateの等電点は
pH　8．7より大きい値：になることを示し，これはSarkar4）
或はErd6s5）によるMgCI皇によるmyosinの等電点のず
れに対する成績と同じ値である。またSarkar7）はMgCh
とCaC12につぎ同じ程度のmyosinの沈澱作用を認めて
いる。従ってAMの溶解性に対するCaCIL・とMgCI、・作用
は，大局的には同じ性質のものであるということが出来る。
従って，著者がMgCIL・と同様の成績をCaC12につき得た
ことは当然である。　　　　　　’　　　　・
　iv）pyro：pyroによる著者の成績と一部比較さるべ
きものは，Bozler3），：丸山9）の成績及び前報1）著者の成績が
ある。Bozler，丸山によればglycero1筋はpyro　10『2M
以上で伸展を来すことを認めているが，　これはpyro　5　x
10－3M以上でAMの強い溶解性を示すことと一致してい
る。
　なお著者の前報との比較は，本論文にとって重要な点で
あり項を改めて述べる。
　v）EDTA：Fig．5aよりEDTA濃度増加によりAM
の溶解性は増強され，一見K：CIの成績（Fig。1a）と類似
し，一応EDTA作用はKCIの作用と同一と解される。し
かし，Fig。5aにおいて沈澱帯の形を見ると逆“く。の字
形を皇しているから，EDTAについても0．05　Mよりさら
に低いKCI濃度に：おいて実験するならば，　pyro．或は
MgCIL］の場合のように二段沈澱現象が生ずるものではない
かと考えられる。本成績からは一段沈澱として取扱うが，
このことは考慮しておかねばならないと考える。
　EDTAに関しては，　Bolzeriob，渡辺11）がglycero1筋
の伸展に対して，またBowenlL’）がATPaseに対して検討
しているが，著者の場合とは条件が異なり直接比較するこ
とは出来ない。
　vi）salyrgan　：salyrganにおいてのみ，三段沈澱帯を
形成するが，前述の如くこの申，第1，第2沈澱帯の沈澱・
の性質は，他のagentによる沈澱と類似している。また
第3の沈澱帯は，その沈澱の状態が，第1，第2沈澱帯及
び他のagentの吻合と異なる。
　これ等のことより，salyrganによる第1，第2．沈澱帯の
形成 他のagentによるものと同様な機構によって生じ，
第3の沈澱帯はsalyrganのみに特異的なものと考える。
　酒井13），藤田14）によるsalyrgan（10－2　M～5×10－2　M）
のglycerol筋伸展作用及びKuschinskyiの，石塚16）によ
る粘度減少効果（K：ClO．6M下〉と著者の高濃度（5×10－2M
以上）のsalyrganによるAMの強い溶解作用は一致する。
　3．AMの溶解性に及ぼすpyro作用
　緒論において指摘した如く，前野で報告せるpyroによ
る二段沈澱現象は，μ　＝o．1｝⊂おいてのみ，また，pyroの
みに特異的な現象であるかどうかは，本実験の主要課題で
あり，以下これにつき2，3考察する。
　i）pyroによるご段沈澱帯生起の条件：pyrd濃度増
加による二段沈澱現象は，Fig．　2　aに示す如くK：Cl濃度
0．05　M～0．15Mの広い範囲にわた：り認められる。従って
μ＝0．1に関して特異的でない。
　ii）pyroによる二段沈澱］現象の特異性について．：　この
間題に関しては，pyroと同様，諸種agent濃度にっき，
各種KCI濃度におけるAMの溶解性を検討した。その結
果，MgC12，　CaC12，　pyro及びsalyrganもそれぞれ低
KCI濃度においてagellt濃度｝こ関して＝二段沈澱（salyrgan
は三段沈澱〉を生ずることを認めた。この事実よりpyro
濃度とKCI濃度による二段沈澱現象はpyroに特異的で
ないということが出来る。
　以上，要するにpyroによるμ＝0．1における二段沈澱
現象はKCI濃度の一一一A定範囲に認められ，μ＝0．1｝⊂のみ制
限されず，またこの現象は種々のagentにおいても認め
られ，pyroに特異的でないということが明らかになった。
　4．saltによるAMの沈澱帯形成機序
　従来，saltによるAMの沈澱形成に関しては，．Sarkar4）
並びにSzent－GyδrgyiL’）により，選択的cation並びに
anionの吸着による等電点の移動を以って説明されてい
る。
　本成績によれば，saltの種類によりAM溶液は，低K：Cr
濃度において一段，二段階は三段沈澱帯を形成することは，
すでに述べたとおりである。しかし，これは本実験条件下
即ちpH　7．0において見られる現象であり，一段沈澱帯形成
のKCIについてもpHを酸性側（pH　5．4）で実験するなら
ば，Sarkar4）の成績より二段沈澱現象を認めることが出
来，またEDTAについても既に述べた如く本実験条件下
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よりさらに低いKCI濃度側において二段沈澱帯形成の可
能性が考えられる。かくの如くK：Cl，　EDTA等において
も条件により二段沈澱は起り得るのであり，従って，これ
らは二段沈澱を起すという点ではpyro，　MgC12，　CaCI2等
と本質的に同一であり，ただその生起条件が異なるにすぎ
ないと見ることが出来る。　そこで何故KCIとpyroその
他の間にかくなる条件のずれを生ずるかが問題である。
　この点に関しては先ず衣の如く考えることが出来る。即
ちMgCl！，　CaCI2，　pyro等；はKCIと異なり単なるsaltで
　　　るはなく，それぞれ特有な構造と作用を有する。たとへば，
salyrganは一価のanionであるとともにSH阻害剤とし
ての作用15）を有し，またpyroは4価のanionであると
ともにcbelating　agent8）・17）としての作用を有する。従っ
てこれらのものは，その特殊作用によりAMに何等かの変
化を起し，そのion吸着性に変化を与える可能性がある。
またMgC12及びGaC12はvalencyにおいて全く．等しいに
もかかわらず，ATPase　activitylen・i9）に対し或はATPに
よるglycerol筋の収縮，弛緩に対し20）一23），両者それぞ
れ特有の効果を示す点などから，両ionの特殊作用が考慮
されていることは周知の事実である。
　従ってagentにつき’，　saltとしての作用以外に，上述
の如き特殊作用を考慮すれば，KCIとpyroその他の差は
一応理解され，従って二段沈澱形成の本質的機講として
Sarkar4）等の見解即ちcation及びanionの選択的吸着
説を踏襲することが出来る。
　しかしながら，上述の特殊作用により如何にして二段沈
澱形成の条件にずれを生ずるかについては，現在のことろ
不明であり，また最近沈澱形成機溝に対するSarkarの見
解4）に対しても1，2の異論がある。A．　G．　Szent－Gy6rgyi24）
は，等電点の変化とは別なfactorによっても生じ得るこ
とを示唆し，intramolecular　or　in七ermolecularのneg・
ative　or　positive　groupの同時のdischargeの可能性を
あげている。Erd6s5）はmyosinや他のproteinについ
て，種々のion存在下におけるpH変化による沈澱につい
て検討し，沈澱が等電点前後のかなりのpH：範囲に見られ
ることから沈澱は　protein　moleculeのnet　chargeの
函数でないと述べている。これ等の点を考慮するならば
要するに沈澱帯形成機序に関しては今日なお決定的ではな
く，今後Sarkarの成績並びに見解の再検討とともに詳細
な検’討が必要である。
　訳に，三段沈澱無形成については，salyrganのみに見ら
れるが，前述の如く，第1，第2沈澱帯は，その沈澱の状
態の類似性より，他のagentと同様な機構によって生じ，
ag　3の沈澱帯については，その沈澱の性質より，前二段の
沈澱帯形成と機溝を異にする。従って第3の沈澱帯のみ
が，salyrganに特異的であると考える。　salyrganはSH
基との結合能を有することが他のsaltと相異している。
従ってSH阻害剤としての作用が，第3沈澱再形成に関与
するものと考える。
　5．各agentの溶解作用の強度について
　salt濃度によりAMは沈澱或は溶解を来すが，その溶
解について，agen七の種類による溶解の強度1にはほぼ次の
如き・序列がある。
　　高salt濃度側（A）MgCL，，　pyro，　salyrgan＞
　　　　（B）　CaCl，，　EDTA＞（C）　KCI
　　低sal七濃度側　（A）MgClu，　pyro＞（B）EDTA，
　　　　KCI＞（C）　CaCIL），　salyrgan
　これ等の序：列と各種agentの性質との相関を検討して
見るに，上の2系列における各同一groupの個々（たとえ
ば上列で（A））のみ注目すると，溶解の強度とionの正負，
valency或は前述の如き構造の特異性の聞に，何等特殊な
関係はみとめられない。しかし全体としてこれを見る場合
かような序列を示したことは，おのおののsaltにおける
ionの正負，　valency及び特殊基，または，その分子構
造等に基づいた綜合作用の結果であろうことは考慮しなけ
ればならない。
　yy〈rc，上の両系列における各agentの位置を較べるに，
各agentは上記2系列において大体同一部位にあり，そ
の溶解作用の強さは，’ほぼ平行している。ただsalyrgan
のみには可成りのずれがあり，沈澱帯形成範囲内における
溶解作用の強さがFig　6　aの右上方部に比して著しく弱く
なっていることが認められる。
　salyrganについては，三段沈澱帯形成という特異的現象
があることは既に述べたが，この溶解の悪いことはその機
序と本質的に同じ機序によるものかも知れない。
　またCaC12，班gC12については，前述の如くionの性質
は両者全く同様であるにもかかわらず，両系列ともCaC12
はMgC12に比して遙に溶解作用が弱い。　この点について
も両ionの電子構造等の特異性の関与することが示唆さ
れる。
結 論
　1．μ”O．1におけるpyro濃度増加によるAMの二段
沈澱現象が認められた。但しこれはKCI　O．05　M～0。15　M
に認められ，従ってμ二〇．1に特異的でない。
　2．AM溶液において低KCI濃度におけるpyro，
MgC12，　CaCIL・，（EDTA）及びsalyrganの添加は二段沈澱
帯を形成する。従ってまた，二段沈澱現象はpyroに特異
的でない。なお三段沈澱帯形成はsalyrganのみに見られ
るが，これはsalyrganに特異的である。
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　　3．agent濃度とKCI濃度によるAMの一段或は二殿
沈澱帯形成の機構について考察を加1．た。
　　4．saltの種類によるAMの溶解強度は高salt濃度に
おいてはMgCIL・，　pyro，　salyrgan＞CaC12，　EDTA＞KCl
であり，沈澱帯形成範囲内においては，MgC12，　pyro＞
EDTA，　KCI＞CaC12，　salyrganである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．4．30受．付）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　The　author　reported　previously　that　actomyosin　（AM）　was　precipitated　twice　during
the　increase　o’LC　concentration　of　pyrophosphate　（pyro）　at　pH　7．0　and　O．1　ionic　strength．
　　　In　ordor　to　investigate　whether　the　above　mentioned　phenomenon　is　specific　or　not
at　O．1　ionic　strength　and　whether　it　is　specific　or　not　to　pyro　alone，　’the　author　studied
the　effect　pyro，　MgCl，，　CaC12，　ethylendiamine　tetra－acetate　（EDTA）　and　salyrgap　upon
the　solubility　of　AM－solution．
　　　The　results　are　as　follows：
　　　　1．　The　dual　formation　of　precipitation　caused　by　the　increasing　concentration　of
pyro　at　Oユionic　strength　in　AM－solution　is　found　under　a　wide　range　of　KCI　concentra－
tion　（O．05e・一〇．15　M）．
　　　Therefore，　this　phenomenon，　caused　by　pyro，　is　not　specific　to　O．1　ionic　strength
alone．
　　　　2．　By　increasing　the　concentration　of　pyro，　MgCls，　CaCl，，，　EDTA　and　salyrgan，
separately，　one　to　three　precipitated　zones　are　formed　in　AM－solution　at　low　concentration
of　KCI：　EDTA－one；　pyro，　MgC12，　and　CaC12－two；　salyrgan－three．
　　　Therefore，　dual　formation　of　precipitation　caused　by　pyro　in　AM－solution　i・s　not
specific　to　pyro　alone．
　　　In　addition，　the　mechanism　of　the　formation　of　precipitated　zones　was　discussed．
　　　　3．　The　intensity　of　dissolving　effect　of　the　above　salts　are　exPressed　as　follows：
　　　　　　　　　　　At　high　concentration　of　salts　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　MgC12，　pyro，　salyrgan＞CaCl，，　EDTA＞KCI
　　　　　　　　　　　At　low　concentration　of　salts：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　MgC12，　pyro　＞EDTA，　KCI＞CaCl，，　salyrgan
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received，　April　30，　1956）
